
１　はじめに

　令和年度後期中間試験「数学」にて、正答率．％であった問題を紹介したい。出題意図は、

　　　　条件付き確率の求め方の確認

　　　　期待値の求め方の確認

　　　　場合分けを行い、整理できるか

の点であった。出題した結果として、サイコロの問題の分母はという固定観念が正答を妨げているようであった。

　問題は、年度第回全統記述模試を部改変して出題した。以下、元題と改題を紹介する。

２　元題

　１つのさいころを振り続けて，同じ目が回連続して出たら終了するものとする。

　ちょうど回で終了する確率を求めよ。

　回以下で終了する確率を求めよ。

　各回において、の目が出たら点、それ以外は点を得るものとする。各回で得た点数の終了時における合計をと

する。ⅰちょうど回で終了し，かつ，がで割り切れる確率を求めよ。ⅱ　回以下で終了するとき、がで割り切

れる確率を求めよ。

　　



　　　




　　　ⅰ




　ⅱ　






　略　解　

　ちょうど回で終了する場合の確率は、
･･  

＝





　事象：回で終了しない。　とすると、＝
    


＝



である。

回以下で終了する確率は、の余事象であるから、


＝





　ⅰちょうど回で終了し、かつ、がで割り切れるのは、回目にが出て、，回目に以外の目が続けて出る確

率であるから，　
  


＝





ⅱ　：がで割り切れる事象　とすると、求める確率は、


   ＝
 

 
である。

　また、回目で試行が終了し、がで割り切れる確率を  と表すこととする。

　【】回で終了するとき、  ＝





　【】回で終了するとき、（ⅰ）より　  ＝





　【】回で終了するとき、が度も出なければ良いので、  ＝
･･･   


＝





　【】回で終了するとき、が度出れば良い。１～回目のうち、どちらかでの目が出て、、回目にの目が出る

ので、  ＝
････    




････    


＝





　【】～【】より　


   ＝
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　したがって、


   ＝







＝





３　改題

　つのサイコロを振り続けて、同じ目が回連続したら終了するものとする。また、各回において、の目が出たら点、

それ以外なら点を得るものとする。各回で得た点数の終了時における合計をとするとき、回で終了するとき、の期

待値を求めよ。

　　





　略　解　

　回で終了するとき、目の出方の総数は、＝　通りである。

　サイコロの点数を（回目の得点、回目の得点、回目の得点、回目の得点）とあらわすことにすると

［］＝　のとき　（）

　よって、＝となる目の出方は、＝通りである。

［］　のとき　または

　よって、となる目の出方は、＋＝通りである。

［］＝　のとき　　

　よって、＝となる目の出方は、＝通りである。

［］　のとき　

　よって、＝となる目の出方は、通りである。

　［］～［］より、回で終了する確率は以下の表のとおりである。

　　　

    




















　以上より　期待値は　
       


＝



＝





４　まとめ

　生徒の答案を見てみると、
･  ･  ･  ･ 


＝



や、

･･･   


回＝



と答えた生徒が複数人

いた。いずれにしても、サイコロの問題は分母がである前提で進めている生徒がほとんどであった。


